
 

 

 

 
 

 

川崎地域連合は７月２１日（月）におだわ

ら市民交流センター（ＵＭＥＣＯ）において、

「議員団会議」を開催しました。議員団メン

バー19 名、地域連合 23 名が参加しました。 

 

 

 

 

第 20 回総会の冒頭、 雨笠会長（麻生区 

市議会議員）より、参議院選挙において、連

合推薦候補（比例代表ならびに神奈川選挙

区）が当選を果たしたことについて、労いの

言葉と、連合に対する謝意を述べられまし

た。あわせて、議員団会議を通じて、連合と

の関係強化を期待することと、議員団とし

て「働く方々の力になりたい」との抱負が示

されました。 

 

 

 

 

 

渡部顧問（地域連合議長）より、第 27 回

参議院選挙について言及があり、連合推薦

による比例代表候補の多くが当選したこと、

また神奈川選挙区においても好成績を収め

たことに対して評価が示されました。あわ

せて、政策・制度要求の実現に向けて、議員

との連携を強化し、共に前進していきたい

との意向が述べられました。 

その後、活動報告・会計報告・監査報告、

運動方針・予算計画および役員改選を行い、

満場一致で可決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

第 18 回セミナーはテーマを「川崎市の防

災対策」とし川崎市危機管理本部の土谷部

長を講師に迎え、災害への備えに関する市

の取組について講演をいただきました。講

演では、近年の災害事例やその対応状況を

交えながら、行政としての課題認識や今後

の方針についても共有されました。 

 

 

 

 

議員団会議に先立ち、14 時より「政策・制

度懇談会」および「交通政策懇談会」を開催

しました。 政策・制度懇談会では、議員との

連携を深めたい課題や方向性について意見交

換を実施し、交通政策懇談会では、「神奈川

県警に対する要求と提言」について精査を行

い、今後の対応方針を検討しました。 
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